
本
牧
埠
頭
Ａ
突
堤
に
船

溜
ま
り
が
あ
る
。
ヨ
ッ
ト

や
レ
ジ
ャ
ー
用
の
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
が
停
泊
し
て
い
る

一
方
、
大
き
な
艀
も
。

貨
物
の
コ
ン
テ
ナ
化
で

艀
の
出
番
は
な
く
な
っ
て

い
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、

曳
船
に
引
か
れ
貨
物
満
載

の
艀
が
入
っ
て
き
た
。

コ
ン
テ
ナ
に
入
り
き
ら

な
い
大
き
な
輸
出
用
プ
ラ

ン
ト
機
器
を
扱
っ
た
り
、

飼
料
穀
物
の
サ
イ
ロ
が
い
っ

ぱ
い
の
時
、
一
時
的
に
倉

庫
の
役
割
を
し
て
い
る
と

か
・
・
・
。

一
九
七
〇
年
頃
は
艀
輸

送
の
黄
金
時
代
。
横
浜
港

で
一
七
〇
〇
隻
の
艀
が
稼

働
。
沖
の
船
か
ら
艀
で
運

ば
れ
た
貨
物
を
沖
仲
仕
が

担
い
で
下
ろ
し
た
。
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
は
ウ
オ
ッ

チ
マ
ン
。
担
い
だ
荷
物
を

掠
め
な
い
よ
う
に
見
張
る
。

学
生
の
腕
力
で
取
り
締
ま

れ
る
訳
は
無
く
、
た
だ
、

親
方
に
知
ら
せ
る
だ
け
。

そ
ん
な
事
を
思
い
出
し
た
。
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本
牧

の
船
溜

ま
り

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
新
山
下
三
丁
目

二
〇
二
〇
年
六
月

は
し
け

か
す

陸
上
イ
ー
ジ
ス
取
り
止
め

北
鮮
か
ら
ハ
ワ
イ
、
グ

ア
ム
に
向
か
う
ミ
サ
イ
ル

は
秋
田
と
山
口
の
高
々
度

を
通
る
。
そ
れ
を
ブ
ー
ス

タ
ー(

補
助
ロ
ケ
ッ
ト)

付

の
ミ
サ
イ
ル
で
撃
つ
の
が

イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
。
撃

つ
と
ブ
ー
ス
タ
ー
が
周
辺

に
落
ち
る
。
米
国
の
基
地

は
広
い
。
落
ち
る
所
は
気

に
し
な
い
。

狭
い
日
本
の
基
地
で
は

周
辺
に
落
ち
る
。
こ
れ
で

は
住
民
は
納
得
し
な
い
。

専
門
家
は
こ
ん
な
事
は
最

初
か
ら
分
か
っ
て
い
た
。

安
倍
首
相
が
ト
ラ
ン
プ

の
ご
機
嫌
取
り
の
為
、
六

千
億
余
で
買
う
と
決
め
た
。

一
部
金
も
払
い｢

何
と
か

し
て｣

と
交
渉
し
た
が
ど

う
に
も
な
ら
ず
取
り
止
め
。

辺
野
古
も
同
じ

辺
野
古
埋
め
立
て
に
は

九
千
億
円
超
、
十
二
年
か

か
る
予
定
。
出
来
た
頃
に

は
基
地
の
あ
り
方
そ
の
物

が
時
代
遅
れ
に
な
る
。

第
一
に
七
十
ｍ
も
あ
る

超
軟
弱
地
盤
の
改
良
、
埋

立
て
が
で
き
る
か
、
技
術

的
に
も
疑
問
だ
。

沖
縄
で
は
県
民
投
票
で

七
割
が
辺
野
古
の
埋
立
て

に
反
対
。
住
民
の
納
得
は

な
い
。

例
え
一
旦
始
め
た
工
事

で
も
イ
ー
ジ
ス
に
倣
い
止

め
れ
ば
良
い
。

｢

普
天
間
基
地
の
危
険

性
除
去｣
を
本
心
か
ら
云

う
な
ら
、
先
ず
飛
行
を
停

止
す
べ
き
だ
。

沖
縄
差
別
を
や
め
よ

住
民
の
納
得
が
得
ら
れ

な
い
と
陸
上
イ
ー
ジ
ス
を

取
り
止
め
る
一
方
、
沖
縄

で
は
住
民
の
意
向
無
視
。

沖
縄
に
は
住
民
一
人
当

り
本
土
の
百
倍
の
米
兵
を

押
し
つ
け
て
い
る(

註)

。

差
別
を
改
め
る
べ
き
だ
。

辺野古も止めよう!! 陸上イージスにならえ !!

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？
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